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このマニュアルについて
このマニュアルでは Pervasive Backup Agent で作業を行う ための手順を詳

し く説明します。 インス トール要件およびインス トール手順、 本製品の使

用方法、さ らに Backup Agent テク ノ ロジをアプリ ケーシ ョ ンに組み込むた

めのリ ファレンス情報を記載しています。 また、 インス トールに関する一

般的な質問に対する回答も記載しています。
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このマニュアルの読者

このマニュアルは、 Pervasive Backup Agent をインス トールおよび使用する

ユーザーを対象と しています。 また、 Pervasive PSQL データベースのライ

ブ バッ クアップ作業を担当するプログラマやシステム管理者にも役立ち

ます。
x



このマニュアルの構成

このマニュアルは、 以下の章に分かれています。

第 1 章 「Pervasive Backup Agent へよ う こそ」

この章では、 Pervasive Backup Agent の概要について説明します。

第 2 章 「Pervasive Backup Agent のインス トール」

この章では、 Pervasive Backup Agent のシステム要件と インス トール手

順について説明します。

第 3 章 「Pervasive Backup Agent の使用」

この章では、 Backup Agent を使って Pervasive PSQL データベースのラ

イブ バッ クアップを管理する方法について説明します。

付録 A 「プログラマーズ リ ファレンス」

この付録では、Pervasive Backup Agent アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ン

グ インターフェイス用のリ ファレンス情報を提供します。

付録 B 「Pervasive Software のリ ソースおよび問い合せ先」

この付録では、 Pervasive Software への問い合わせ情報を提供していま

す。

このマニュアルの巻末には索引が用意されています。
xi



表記上の規則

特段の記述がない限り、 コマンド構文、 コード、 およびコード例では、 以

下の表記が使用されます。

大文字小文字の

区別

通常、 コマンド と予約語は、 大文字で表記されます。 本書で

別途記述がない限り、 これらの項目は大文字、 小文字、 ある

いはその両方を使って入力できます。 たとえば、 MYPROG、
myprog、 または MYprog と入力するこ とができます。

太字 太字で表示される単語には次のよ う なものがあ り ます。 メ

ニュー名、 ダイアログ ボッ クス名、 コマンド、 オプシ ョ ン、

ボタン、 ステート メン ト など。

固定幅フォン ト 固定幅フォン トは、 コマンド構文など、 ユーザーが入力する

テキス トに使われます。

[ ] 省略可能な情報には、 ［log_name］ のよ うに、角かっこが使用

されます。 角かっこで囲まれていない情報は必ず指定する必

要があ り ます。

| 縦棒は、 ［file name ｜ @file name］ のよ うに、 入力する情報の

選択肢を表します。

< > ＜＞ は、 /D=<5|6|7> のよ うに、必須項目に対する選択肢

を表します。

変数 file name のよ うに斜体で表されている語は、 適切な値に置き

換える必要のある変数です。

. . . ［parameter. . .］ のよ うに、 情報の後に省略記号が続く場合は、

その情報を繰り返し使用できます。

::= 記号 ::= は、 ある項目が別の項目用語で定義されている こ と

を意味します。 たとえば、 a::=b は、 項目 a が b で定義されて

いるこ とを意味します。
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Pervasive Backup Agent へ
よう こそ
Pervasive Backup Agent の概要

Pervasive Backup Agent をお買い上げいただき、誠にあ りがと う ございます。

Backup Agent では、 Pervasive PSQL で使用されている  Continuous オペレー

シ ョ ン機能の実装に対する代替方法を提供します。

こ こでは、 以下の項目について説明します。

「Pervasive Backup Agent の概要」 （1-2 ページ）

「Backup Agent コンポーネン ト 」 （1-3 ページ）

「Backup Agent ライセンス」 （1-6 ページ）
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Pervasive Backup Agent へよう こそ
Pervasive Backup Agent の概要

Pervasive Backup Agent を使用すれば、Pervasive PSQL データベース  ファ イ

ルに対する  Continuous オペレーシ ョ ンの設定と管理を簡単かつ迅速に行う

こ とができます。Continuous オペレーシ ョ ンの設定や管理は Pervasive PSQL
データベースのバッ クアップを行う際の重要な部分です。 Backup Agent で
は、開いているファイルに対する  Continuous オペレーシ ョ ンの設定と管理

を自動的に処理し、 データがバッ クアップ中でもアプリ ケーシ ョ ンからそ

のデータが使用でき る よ う にし ます。 バッ クア ップ作業が完了する と、

Backup Agent はファイルに対する  Continuous オペレーシ ョ ンを自動的に解

除し、バッ クアップ中にキャプチャされたすべての変更をロール インしま

す。

本製品の機能

Pervasive Backup Agent は、現在市場で数多く販売されている一般的なバッ

クアップ アプリ ケーシ ョ ンとシームレスに動作します。

特定のファイル名のリ ス ト を入力する必要がある  Pervasive PSQL ユーティ

リ テ ィ の Continuous オペレーシ ョ ン機能と は異な り、 Pervasive Backup
Agent は、 自動的に開かれている フ ァ イルをバッ ク ア ッ プ可能にし、

Pervasive Backup Agent 実行中に開かれたファイルも自動的にバッ クアップ

可能にします。

Pervasive PSQL サーバーと  Backup Agent を共にインス トールし、 そのエー

ジェン ト を実装してお使いのバッ ク ア ップ ルーチンで動作させれば、

Pervasive PSQL データベースのバッ クアップを開始する準備が整います。

特別な設定は必要あ り ません。

メモ  Pervasive Backup Agent 自身が Pervasive PSQL データベース  ファ

イルをバッ クアップするわけではあ り ません。 これは現在のバッ ク

アップ ソ リ ューシ ョ ンを補足する こ と を目的にデザインされていま

す。
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Backup Agent コンポーネン ト

このセクシ ョ ンでは、 Pervasive Backup Agent を構成するコンポーネン トに

ついて説明します。 Software Developer's Kit （SDK） に付属している  2 つの

ユーティ リ ティ  コンポーネン トは、 ビジネスのニーズに応じて、お使いの

バッ クアップ ルーチンにエージェン ト を簡単に組み込む 3 つの方法を提

供します。

コマンド ライン ユーティ リテ ィ

コマンド ラ イン インターフェイス （CLI） ユーティ リ ティ （pvbackup.exe）
は、 Backup Agent によって提供されるアクセス方法の 1 つです。 市場で販

売されている一般的なバッ クアップ製品で実装する場合は、 実行可能コマ

ンドを事前コマンドおよび事後コマンド設定に追加するだけです。 この実

装によって、お使いのバッ クアップ ソフ ト ウェアはバッ クアップを行う前

にエージェン ト を開始し、 バッ クアップが完了した後にエージェン ト を停

止し ます。 こ の方法を使用すれば、 定期的なバ ッ ク ア ッ プにおいて

Pervasive PSQL データの一貫性と信頼性が確実に保持されます。

コマンド  ライン ユーティ リ ティは、 Windows プラ ッ ト フォ－ムの 32 ビッ

ト と  64 ビッ トのマシンで使用できます。

GUI ユーティ リテ ィ

Backup Agent におけるも う  1 つのアクセス方法は、グラフ ィカル ユーザー

インターフェイス （GUI） ユーテ ィ リ テ ィ （pvbackupgui.exe） です。 これ

は ［スタート ］ メニューから、 または Pervasive Control Center 内からアク

セスするこ とができます。 このインターフェイスでは、 ボタンをク リ ッ ク

するだけでエージェン ト を開始および停止するこ とができます。 コマンド

ラ イン インターフェイスで要求されるよ う なコマン ドやパラ メータを呼

び出す必要はあ り ません。 この方法を使用すれば、 Pervasive PSQL データ

のアドホッ クなバッ クアップをいつでも自由に行う こ とができます。 特別

な設定はほとんど必要あ り ません。

コン ト ローラ

Pervasive Backup Agent のコン ト ローラ  コンポーネン トはエージェン ト の

各種ユーティ リ テ ィに共通するインターフェイスを提供する  DLL で構成

されています。このコン ト ローラはイベン ト  ハンド ラ との通信をすべて処

理します。
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一貫性保守可能なファイル リス ト

一貫性保守可能なファイル リ ス ト （dfl.txt） は、 本プログラムのデータ  パ
ス内に置かれるもので Pervasive Backup Agent によって生成されます。デー

タ  パスのデフォルトのロケーシ ョ ンは、インス トールの際 <Pervasive PSQL
インス トール ディ レク ト リ >\PBA\Data に置かれます。このファイルには、

Continuous オペレーシ ョ ンを指定した時点で対象となっている全ファイル

のリ ス トが含まれます。 ファ イルに Continuous オペレーシ ョ ンが適用され

る と、 そのフ ァ イルは自動的に リ ス ト へ追加されます。 フ ァ イルへの

Continuous オペレーシ ョ ンを解除する と、 そのファイルはリ ス トから削除

されます。

メモ  Backup Agent ファ イルは、Pervasive PSQL の Program Files ディ レ

ク ト リではな く、アプリ ケーシ ョ ン  ディ レク ト リにインス トールされ

ます。Pervasive PSQL のインス トール場所については、『Getting Started
with Pervasive PSQL』 を参照してください。

除外対象ファイル リス ト

除外対象ファイル リ ス ト （efl.txt） は、 <Pervasive PSQL インス トール ディ

レク ト リ >\PBA\Data に置かれます。 この除外対象ファイル リ ス トにファ

イルを記載すれば、 Backup Agent ではそれらのファイルを  Continuous オペ

レーシ ョ ンの適用対象から除外するこ とができます。

イベン ト  ハンドラ

イベン ト  ハンド ラは Pervasive Backup Agent 内部で動作します。 このコン

ポーネン トの主な目的は、 ファ イルに対し  Continuous オペレーシ ョ ンを適

用できるよ うにするために、 それらのファイルが開かれるのを防ぐこ とに

あ り ます。 Backup Agent では MicroKernel のフッ ク処理インターフェイス

を使用してこのコン ト ローラ と連動させ、 すべてのオペレーシ ョ ンまたは

Backup Agent インターフェイスから要求されるイベン ト を処理します。 こ

の名前が示すとおり、イベン ト  ハンド ラは Backup Agent 内で行われるすべ

てのイベン ト を処理します。

ログ ファイル

Pervasive Backup Agent はイベン ト  ハンド ラからの情報や警告メ ッセージ

を報告するログ ファ イル （baevent.log） を保持します。 このログ ファ イル

は <Pervasive PSQL インス トール ディ レク ト リ >\PBA\Logs にあ り ます。

このロケーシ ョ ンは変更できません。
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ログ ファ イルの最大サイズは 50 MB に設定されていて、 変更するこ とは

できません。ログファ イルが最大サイズに達した場合、アーカイブのため、

名前付け規則を使用して baevent.1、 baevent.2 など、 ファ イルの名前を自動

的に変更します。Backup Agent は最大 5 つのアーカイブ ログ ファ イルを保

持します。

ソフ トウェア開発キッ ト （SDK）
Windows 環境の Pervasive Backup Agent にはアプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ

ング インターフェイス （API） が含まれており、 これを使えば開発者はソ

フ ト ウェア アプ リ ケーシ ョ ンに直接 Backup Agent を組み込むこ とができ

ます。 この API を必要なヘッダー ファ イルやライブラ リ  ファ イルと一緒

に使用して、このタイプの実装に対し  SDK 開発者が必要とするものを構築

します。SDK を使用してアプリ ケーシ ョ ンに Backup Agent を直接組み込め

ば、 最高レベルのバッ クアップ データが保証されます。
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Backup Agent ライセンス

Pervasive Backup Agent は 1 台のマシンにのみインス トール可能です。 ライ

センスがない場合は、評価版と して Pervasive Backup Agent をインス トール

するこ とができます。 評価版の有効期限を過ぎる と、 Backup Agent の起動

時にエラー メ ッセージが表示されます。

最初に評価版と してインス トールした場合でも、 後でライセンスを適用す

るこ とができます。License Administrator ユーティ リ ティ を使用して有効な

ライセンス番号を登録する と評価版から製品版ライセンスに置き換わり ま

す。

Windows License Administrator の使用に関する詳細については、 License
Administrator のオンライン ヘルプ、 または 『Pervasive PSQL User's Guide』
を参照して ください。
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Pervasive Backup Agent のインス トール方法

この章では、 Pervasive Backup Agent をインス トールする手順について説明

します。 この章では、 以下の項目について説明します。

「Backup Agent インス トールの概要」 （2-2 ページ）

「Backup Agent インス トール チェッ ク リ ス ト 」 （2-3 ページ）

「事前の確認」 （2-5 ページ）

「Pervasive Backup Agent のインス トール」 （2-6 ページ）

「Backup Agent のインス トール後の操作に関する一般的な質問」 （2-9
ページ）

「アプ リ ケーシ ョ ンの一部と しての Backup Agent のインス トール」 （2-
11 ページ）

「Pervasive Backup Agent のアンインス トール」 （2-12 ページ）
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Backup Agent インストールの概要

このセクシ ョ ンでは、 Backup Agent をインス トールするためのシステム要

件、お使いの Windows マシンにインス トールする場合の手順の概要、およ

びインス トール時に組み込まれるファイルに関する情報を提供します。

Backup Agent のインストール場所

Pervasive Backup Agent は、 Pervasive PSQL のサーバーまたはワークグルー

プ エンジンが実装されている同じコンピュータにインス トールする必要

があ り ます。 Backup Agent は、 そのインス トール過程で Pervasive PSQL エ
ンジンのロケーシ ョ ンを検出し、 Pervasive Backup Agent のインス トール先

を自動的に決定します。 このロケーシ ョ ンを変更するこ とはできません。

メモ  Pervasive PSQL v10 リ リースでは、Microsoft が Vista オペレーティ

ング システム向けに定めた新しいガイ ド ラ インに従う ため、 インス

トール ディ レク ト リが変更されました。インス トール ディ レク ト リの

場所については、『Getting Started with Pervasive PSQL』 を参照して くだ

さい。
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Backup Agent インストール チェ ックリス ト

このセクシ ョ ンでは、 インス トールの前に確認しておくチェッ ク リ ス トや

その他の情報を提供します。

事前の注意

Pervasive Backup Agent をインス トールする前の重要な確認事項を以下に述

べます。

システムのハード ウェアと ソフ ト ウェアが Pervasive Backup Agent を
インス トールする要件を満たしている。

メモ  Pervasive Backup Agent をインス トールするためには、 システム

が Pervasive PSQL v10 SP1 のインス トール要件を満たしている必要が

あ り ます。ハード ウェアおよびソフ ト ウェア要件は、Pervasive Software
の Web サイ トに記載されています。

ほかのソフ ト ウェア アプリ ケーシ ョ ンの場合と同様に、インス トール

を開始する前に必ずハード  ド ラ イブ上の重要なフ ァ イルをバッ ク

アップしておいてください。

Pervasive Control Center （PCC） を実行している場合は、 インス トール

する前に終了しておく必要があ り ます。 PCC を終了してインス トール

する と、 PCC の ［ツール］ メニューに Backup Agent をアド インするこ

とができます。

アーカイブ ロギングを既に有効にしている場合は、 Pervasive Backup
Agent を使用する前に無効にしておく必要があ り ます。

Pervasive Backup Agent のインス トール中に、 Pervasive PSQL データ

ベース  エンジンは自動的に停止 / 再起動されます。 業務上、 一定時間

はデータベース  エンジンを停止できないよ うな環境である場合は、停

止が許可される時間内に Backup Agent をインス トールしてください。

Backup Agent Pervasive PSQL エンジン要件

Pervasive Backup Agent 2.0 は以下の Pervasive PSQL リ リースでサポート さ

れます。 Pervasive PSQL の以下のリ リースよ り前のバージ ョ ンではサポー

ト されません。

Pervasive PSQL v10 SP1 Server （32 ビッ ト ）
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Pervasive PSQL v10 SP1 Server （64 ビッ ト ）

Pervasive PSQL v10 SP1 Workgroup

Backup Agent Readme ファイル

Pervasive Software は、 Readme ファ イルに含まれる情報をお読みいただく

こ とを強くお勧めします。 このファ イルには、 本製品のマニュアルには記

載されていない重要な情報が含まれています。 この情報は製品のインス

トールや使用の際に非常に役立ちます。

Readme ファ イルはインス トール CD のルート  ディレク ト リにあ り ます。
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事前の確認

このセクシ ョ ンでは、Windows 上で Pervasive Backup Agent を正し く インス

トールするために必要な情報について説明します。 Backup Agent をインス

トールする前に、 以下の情報を確認して ください。

「Backup Agent インス トールの概要」 （2-2 ページ）。 この章では、 シス

テム要件やインス トール処理に関するプラ ッ ト フォーム固有の注意が

記述されています。

Readme ファ イル。 このファ イルには、 製品のマニュアルには記載す

るこ とができなかった最新の情報が含まれています。 このファイルは

配布メディアに収録されています。

Windows プラッ ト フォームに関する注記 
以下の条件に注意して ください。

Pervasive Backup Agent をインス トールしよ う とするマシンにおいて管

理者レベルの権限をすべて持っている必要があ り ます。

アドバンス ト  パワー マネージメン ト （APM） で電源管理を行ってい

る場合、 Pervasive Backup Agent のインス トール時にはこれを無効にし

て ください。 インス トール中にサーバーがサスペンド状態になった場

合、 この電源管理機能が原因でインス トールが失敗するこ とがあ り ま

す。アドバンス ト  パワー マネージメン ト （APM） 機能は、 コン ト ロー

ル パネルの ［電源オプシ ョ ン］ で制御できます。

Pervasive Backup Agent のインス トールのために、 ウ ィルス対策ソフ ト

ウェアを無効にしたり、 あるいはその設定を変更したり しておく必要

があるかもしれません。
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Pervasive Backup Agent のインストール

Pervasive Backup Agent は Pervasive PSQL サーバー エンジンまたはワーク

グループ エンジンを必要と します。Backup Agent をインス トールしよ う と

するマシンに、このサーバーまたはワークグループ データベース  エンジン

がインス トールされているこ とを確認して ください。

マシンに Pervasive PSQL サーバーまたはワークグループ データベース  エ
ンジンがない場合は、 製品 CD メディアから  Pervasive PSQL 製品をインス

トールして ください。

Pervasive PSQL のインス トール手順については、Pervasive PSQL データベー

ス  エンジン製品のユーザー マニュアルを参照して ください。

Pervasive Backup Agent をインストールするには

1 Windows コンピュータからインス トール プログラムを実行します。

a. CD-ROM ド ラ イブに本製品 CD を挿入します。

b. インス トール プログラムが自動的に起動しない場合は、Windwos
のデスク ト ップから ［スタート ］ ボタンをク リ ッ ク し、 ［ファ イ

ル名を指定して実行］ を選択して、 「drive:\setup」 と入力します。

"drive" には、 お使いの CD-ROM デバイスのド ライブ文字を指定

してください。

InstallShield ウ ィ ザードではシステムをチェ ッ ク してそのマシンに

Backup Agent をインス トールする準備を整えます。

InstallShield ウ ィザードによるシステムのチェ ッ ク と検証が完了する

と、 初期画面が表示されます。

2 ［次へ］ ボタンをク リ ッ ク してインス トール処理を開始します。

使用許諾契約書のダイアログが表示されます。

3 ラ イセンス契約書に同意し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

Pervasive Backup Agent のライセンス番号を指定するダイアログが表示

されます。

4 ［ラ イセンス］ フ ィールドに Backup Agent のライセンス  キーを入力し

て ください。

ヒン ト   ラ イセンス番号を入力しないと、 評価版と してインス トール

されます。
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ライセンス  キーは、CD-ROM に貼られている製品情報ラベルをご確認

ください。

注意   評価版と してインス トールした場合は、 試用期間を過ぎてから

プログラムを起動しよ う とする と  Backup Agent がエラー メ ッセージ

を返します。

評価版と してインス トールしてから、 後で License Administrator ユー

テ ィ リ テ ィ を使用してラ イセンス  キーを適用する こ と もできます。

License Administrator ユーティ リ ティの使用に関する詳細については、

『Pervasive PSQL User's Guide』 を参照してください。

5 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

インス トール プログラムを開始する準備ができたこ と を示すダイア

ログが表示されます。

6 ［インス トール］ をク リ ッ ク してインス トールを進めます （使用許諾契

約書の画面に戻る場合は ［戻る］ をク リ ッ ク します）。

7 インス トール処理が続行され、 行っている作業を通知する一連のス

テータス  メ ッセージが表示されます。ほとんどのメ ッセージ ダイアロ

グで進行状況を示すプログレス  バーが表示されます。 

インス トールの最後で、 インス トールの完了を通知するダイアログが

表示されます。

8 ［完了］ をク リ ッ ク します。

Backup Agent Readme ファイルの表示

Pervasive Software では Readme ファ イルの内容を読んでいただく こ とを強

くお勧めします。このファ イルには、製品マニュアルには含まれていない、

本製品の設定や使用の上で必要となる可能性がある重要な情報が記載され

ています。

Readme ファ イルは、本製品をインス トールする と  <Pervasive PSQL インス

トール ディ レク ト リ >\PBA\Docs ディレク ト リに格納され、いつでも参照

するこ とができます。 ［スタート ］ メニューの Pervasive グループからアク

セスするこ と もできます。

メモ  PBA ディ レク ト リは Pervasive PSQL サーバー エンジンをインス

トールしたアプリ ケーシ ョ ン  データ  ディ レク ト リ内に作成されます。
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Backup Agent のインストール後に行う こと

Pervasive Backup Agent が正し く インス トールされたら、 エージェン ト を

使って Pervasive PSQL のライブ バッ クアップを管理する準備が整います。

次の章 「Pervasive Backup Agent の使用」 では、グラフ ィカルユーザー イン

ターフェイスおよびコマンド ラ イン  インターフェイスの使用について説

明します。
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Backup Agent のインストール後の操作に関する一般的な質問

このセクシ ョ ンでは、Backup Agent インス トール プログラム実行後の操作

に関する情報を述べます。

Backup Agent 用に Pervasive Control Center （PCC） で何か
設定する必要がありますか？

あ り ません。 Pervasive Backup Agent のために PCC で特別何かを設定する

必要はあ り ませんが、 Backup Agent をインス トール （あるいはアンインス

トール） する場合は PCC を必ず閉じておく よ うにして ください。

Backup Agent ではログ ファイルを作成しますか？

はい。 「ログ ファ イル」 （1-4 ページ） を参照してください。

どのようにして Backup Agent をバックアップ ソフ トウェア
に組み込めばよいですか？

Backup Agent を、お使いのバッ クアップ ソフ ト ウェアに組み込んで動作さ

せる方法については、「お使いのバッ クアップ ソフ ト ウェアへの組み込み」

（3-12 ページ） およびバッ クアップ ソフ ト ウェアのユーザー マニュアルを

参照して ください。

Pervasive PSQL エンジンをアンインス トールしてから再度
インストールしました。Backup Agent が動作しな く なったの
はなぜでし ょ うか？

このよ うな状況では、Backup Agent を再インス トールする必要があ り ます。

この問題は現在の Pervasive PSQL エンジンの仕様で制限があるためです。

これについては将来のリ リースで取り組む予定です。

Pervasive Backup Agent ファイルはどこにインストールされ
ますか？

Pervasive Backup Agent を使用するには、 Pervasive PSQL サーバーまたは

ワークグループ データベース  エンジンがインス トールされているこ とが

必要です。 Backup Agent は Pervasive PSQL インス トール ディ レ ク ト リ の

PBA サブディレク ト リにインス トールされます。Backup Agent ファ イルが
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インス トールされるディ レク ト リは、 インス トールするプラ ッ ト フォーム

によって異なり ます。

Windows でのデフォルトのインス トール場所の一覧は、『Getting Started with
Pervasive PSQL』 を参照して ください。
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アプリケーショ ンの一部としての Backup Agent のインストール

本ガイ ドでは、 Backup Agent を CD から対話形式でインス トールする方法

を説明します。 また、 Backup Agent を、 開発したアプリ ケーシ ョ ンのイン

ス ト ール処理に組み込んでインス ト ールする こ と もでき ます。 Backup
Agent のインス トールは非対話形式で実行するこ と もできます。 この場合、

ユーザーによる入力は必要あ り ません。これをサイレン ト  インス トールと

呼びます。

Backup Agent のサイレン ト  インストールの実行方法

以下の手順では、Backup Agent のサイレン ト  インス トールの実行方法を説

明します。この手順は Backup Agent のインス トールでのみ適用されるこ と

に注意が必要です。

サイレン ト  インス トールを開始する前に、 PCC など、 Pervasive PSQL のす

べてのユーテ ィ リ テ ィおよび Pervasive PSQL を使用するすべてのアプ リ

ケーシ ョ ンが終了しているこ とを確認して ください。

Backup Agent をサイレン ト  インストールするには

1 すべてのファイルを Pervasive Backup Agent の CD からハード  ディ ス

クの一時ディ レク ト リにコピーします。

Backup Agent がインス トールされていないマシンを使用します。

2 コマンド  プロンプ ト  ウ ィンド ウを開き、 プログラム  ファ イルをコ

ピーしたディ レク ト リの場所へ移動します。

3 サーバーのライセンス番号を使用して Backup Agent のセッ ト アップ

コマンドを実行します。 次のよ うなコマンドを入力します。

setup /s /v "SERVERLICENSE=key" /v" /qn"

こ こで、 key は Pervasive Backup Agent のライセンス番号です。

ライセンス  キーは、CD-ROM に貼られている製品情報ラベルをご確認

ください。

サイレン ト  インス トールはユーザーとの対話形式ではないので、イン

ス トールが正常終了したこ と を通知する メ ッセージは表示されませ

ん。 しかし、 インス ト ールが完了する と、 Backup Agent が Pervasive
PSQL のプログラム グループに自動的にインス トールされているこ と

がわかり ます。
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Pervasive Backup Agent のアンインストール

アンインス トール プログラムではシステムからすべての Backup Agent コ
ンポーネン ト を削除します。

注意   Pervasive Control Center （PCC） を実行している場合は、 アンイ

ンス トールする前に終了しておく必要があ り ます。 PCC を終了してア

ンインス トールする と、 PCC の ［ツール］ メニューから  Backup Agent
関連コマンドを削除するこ とができます。

Pervasive Backup Agent をアンインストールするには

1 Windows オペレーティング システムでコン ト ロール パネルから ［ア

プ リ ケーシ ョ ンの追加と削除］ または ［プログラムの追加と削除 ］ に

アクセスします。

2 リ ス トから  "Pervasive Backup Agent" をク リ ッ ク します。

3 削除用のボタンをク リ ッ ク してプログラムを削除します。 このボタン

は OS によって ［変更と削除］ または ［削除］ とい う ラベルが付けら

れています。 Pervasive Backup Agent の削除を確認する メ ッセージが表

示されます。

4 Backup Agent の削除の確認で ［はい］ をク リ ッ ク します。

アンインス トールの処理状況を示すダイアログ ボッ クスが表示され

ます。

アンインス トールが完了する と、［アプ リ ケーシ ョ ンの追加と削除］ ま

たは ［プログラムの追加と削除］ の画面に戻り ます。
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Pervasive Backup Agent の使用
Pervasive Backup Agent 使用方法のリ ファレンス

「Continuous オペレーシ ョ ンの概要」 （3-2 ページ）

「Backup Agent 使用前の注意」 （3-4 ページ）

「ファ イルを Continuous オペレーシ ョ ンの対象外に設定する」 （3-9ペー

ジ）

「Backup Agent コマンド  ライン インターフェイスの使用法」（3-11 ペー

ジ）

「Backup Agent グラフ ィカル ユーザー インターフェイスの使用法」（3-
14 ページ）
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Continuous オペレーシ ョ ンの概要

Continuous オペレーシ ョ ンは Pervasive PSQL に含まれる  MicroKernel の機

能です。 ファ イルをテンポラ リ状態にして、データベース  ファ イルが開い

ていて使用中でもデータ  ファ イルのバッ クアップができるよ うにする機

能を提供します。

バッ クアップ中にデータ  ファ イルを開く行為は、それらのデータ  ファ イル

が既に開かれていて使用中であるため、一般的に拒否されます。Continuous
オペレーシ ョ ンを有効にする と、 選択したファイルを読み取り専用で開く

ために MicroKernel への呼び出しを行います。 これによ り、 バッ クアップ

ユーティ リ ティでは選択したファイルの静的イ メージにアクセスしてバッ

クアップを行う こ とができます。データ  ファ イルが読み取り専用で開かれ

る と、 MicroKernel はそのファ イルに対して行われた変更をテンポラ リ  デ
ルタ  ファ イルに記録します。 これらのテンポラ リ  デルタ  ファ イルは、 実

行中のファイル内容を保持していて、 バッ クアップ処理中に発生した変更

を完全に反映します。

バッ クアップが完了した後、データ  ファ イルへの Continuous オペレーシ ョ

ン モードを無効にする必要があ り、その時点のデルタ  ファ イルに保存され

た変更がデータ  ファ イルにロール インされます。 MicroKernel は、 すべて

の変更をデータ  ファ イルにロール インする と直ちにデルタ  ファ イルを削

除します。

Continuous オペレーシ ョ ンの開始

Continuous オペレーシ ョ ン モードの開始は、 アクセス中のファイルのタイ

プによって、 Pervasive PSQL の BUTIL または Maintenance ユーティ リ ティ

を使用して操作します。 Maintenance ユーテ ィ リ テ ィは BUTIL の対話型

バージ ョ ンで、 ファ イル パスを要求します。

Continuous オペレーシ ョ ンの終了

Continuous オペレーシ ョ ン モードの終了も、 アクセス中のファイルのタイ

プによって、 Pervasive PSQL の BUTIL または Maintenance ユーティ リ ティ

を使用して操作します。 Continuous オペレーシ ョ ンの起動時に使用した

ユーティ リ ティ と同じユーティ リ ティ を使用して Continuous オペレーシ ョ

ンを終了します。

『Pervasive PSQL Advanced Operations Guide』 には、 Pervasive PSQL で提供

される  Continuous オペレーシ ョ ンについての詳細な情報が記載されていま

す。
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Backup Agent を使用する理由

Pervasive PSQL データベースをバッ クアップするための Continuous オペ

レーシ ョ ンを開始および終了するユーティ リ テ ィが既にあっても  Backup
Agent を使用するのはなぜでし ょ うか。それは、Backup Agent が Continuous
オペレーシ ョ ンに対し も う  1 つの手順を追加しているからです。 Backup
Agent では、「インテ リジェン ト  Continuous オペレーシ ョ ン管理」 という機

能を実装しています。

この 「インテ リジェン ト  Continuous オペレーシ ョ ン管理」 では、 エージェ

ン ト によって自動的にファ イルが Continuous オペレーシ ョ ン モードにな

り ます。 システム管理者がバッ クアップするファイルのリ ス ト を提供し管

理する必要はあ り ません。 このファ イル管理によ り、 Continuous オペレー

シ ョ ンを適用する必要のないファイルを含む butil -startbu スク リプ

トの必要性がなくな り ます。 また、バッ クアップ セッシ ョ ン中にユーザー

によって開かれていないファイルについては Continuous オペレーシ ョ ンに

入れないよ う にし ます。 Backup Agent は 実際にア ク セス されていて

Continuous オペレーシ ョ ンに入れる必要のあるファ イルのみを扱います。

これによって、 増加または差異のバッ クアップ処理中にバッ クアップされ

るデータ量を大幅に減少させるこ とができます。

Backup Agent を使用するも う  1 つの主な理由は、 市販されているほぼすべ

ての一般的なバッ クアップ ソフ ト ウェア製品へ簡単に組み込める こ とで

す。

次のセクシ ョ ンでは、 データ  バッ クアップを取り巻く問題および Backup
Agent を使用する場合にあらかじめ知っておくべき注意について説明しま

す。
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Backup Agent 使用前の注意

このセクシ ョ ンでは、 Pervasive Backup Agent を使用する前に知っておく必

要がある注意や考慮点を挙げます。

アーカイブ ロギング

Pervasive PSQL でアーカ イブ ロ ギングを既に有効にし ている場合、

Pervasive Backup Agent を使用する前に無効にする必要があ り ます。 アーカ

イブ ロギングが有効になっているかど うかがわからない場合は、 Pervasive
Control Center の設定によって調べるこ とができます。

アーカイブ ロギングが無効であることを調べるには

1 ［スタート ］ メニューから  Pervasive PSQL のプログラム グループに

アクセスし、 ［Control Center および ドキュ メン ト ］ を選択します。

Pervasive Control Center が表示されます。

図 3-1  PCC の初期画面

2 初期画面で ［ローカル エンジンの構成］ をク リ ッ ク します。

［プロパティー］ ダイアログが表示されます。
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図 3-2  PCC でのアーカイブ ロギングの設定

3 ［データ整合性］ をク リ ッ ク します。

ダイアログの右側のペインにデータ整合性の設定が表示されます。

デフォルトで、 ［選択ファイルのアーカイブ ロギング］ オプシ ョ ンは

選択されていません。

4 アーカイブ ロギングを無効にするには、 ［選択ファイルのアーカイブ

ロギング］ オプシ ョ ンをク リ アして ［適用］ をク リ ッ ク後、 ［OK］ を

ク リ ッ ク します。

注意   設定の変更は、 Pervasive PSQL サーバー エンジンが再起動され

るまでは適用されません。

テンポラリ  ファイル

MicroKernel はテンポラ リ  フ ァ イルをロ ッ ク し ます。 その結果、 Backup
Agent はテンポラ リ  ファ イルに対し  Continuous オペレーシ ョ ンを適用する

こ とはできません。
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メモ  テンポラ リ  ファ イルに対して Continuous オペレーシ ョ ンを適用

しよ う とする と、 ステータス  コード  85 の 「ファ イルはロ ッ ク されて

います。」 というエラーになり ます。

読み取り専用ディレク ト リのファイル

ファ イルが読み取り専用ディ レク ト リにある という状況では、MicroKernel
はデルタ  ファ イルを作成する こ とができず、 Backup Agent はファ イルを

Continuous オペレーシ ョ ンに入れるこ とができません。

メモ  読み取り専用ディ レク ト リにあるファ イルに対して Continuous
オペレーシ ョ ンを適用しよ う とする と、 ステータス  コード  94 の 「ア

プリ ケーシ ョ ンでパーミ ッシ ョ ン  エラーが発生しました」 という メ ッ

セージが表示されます。

読み取り専用ファイル

読み取り専用ファイルには書き込み操作でアクセスするこ とはできません

が、 Backup Agent はこれらのファイルに対し  Continuous オペレーシ ョ ンを

適用するこ とができます。 読み取り専用ファイルには更新処理は行われな

いので、 MicroKernel はデルタ  ファ イルを作成しません。 MicroKernel はす

べての書き込み操作の試みを無視します。デルタ  ファ イルが作成されない

ため、 Backup Agent が管理するものは何も残されません。

Backup Agent のリモート操作

業務上、Pervasive Backup Agent を リモート  マシンから開始および停止する

よ う指示されている場合は、市販の一般的な リモート  アクセス  アプリ ケー

シ ョ ンを使用してこれを行う こ とができます。 たとえば、 Telnet セッシ ョ

ンを使用して Backup Agent を起動します。

その他のユーティ リテ ィの使用

BUTIL または Maintenance ユーティ リ ティ を使用して Continuous オペレー

シ ョ ンを開始するこ とは、 お勧めできません。 ファ イルが別のユーティ リ

ティで Continuous オペレーシ ョ ン モードになっている場合、 Backup Agent
はこれを管理するこ とができません。 ファ イルに Continuous オペレーシ ョ

ンを適用し たユーテ ィ リ テ ィ と 必ず同じユーテ ィ リ テ ィ を使用し て

Continuous オペレーシ ョ ンを解除してください。
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パフォーマンスの問題

潜在的なパフォーマンスの低下を避けるため、 バッ クアップ処理は常に時

間外やデータ  アクセスの少ない時間帯にスケジュールするよ うにして く

ださい。 また、 バッ クアップが完了したらエージェン ト を確実に停止する

こ とが重要です。Backup Agent を実行する際には、以下の状況がデータベー

ス  アプリ ケーシ ョ ンのパフォーマンスに影響を与えます。

デルタ  ファ イルのサイズが 2 GB を超える と、 データベースの読み書

きが遅くな り潜在的なパフォーマンスの問題が発生します。 これは、

データ  アクセスが多いと きに起こるので、バッ クアップを就業時間外

やデータ  アクセスの少ない時間に行う こ とによって回避できます。

メモ  デルタ  ファ イルが 4 GB の最大サイズ制限まで大き くなる と、ス

テータス  コード  132 「ファ イルがサイズの制限に達しました。」 が返さ

れます。

Backup Agent を有効にする と、 すべての保留中のト ランザクシ ョ ンの

終了 （コ ミ ッ ト / ロールバッ ク） をブロ ッ クするのでパフォーマンス

に影響を与えます。 影響の度合いはその ト ランザクシ ョ ンに関わる

ファイル数によって異なり ます。

Backup Agent を無効にする と、データ  ファ イル内に記録された変更が

データベース  ファ イルにロール インされる必要があ り ます。この処理

がパフォーマンスに与える影響は、 発生した変更の量に応じた処理時

間によって異なり ます。

注意   バッ クアップ終了後に Backup Agent を有効なままにしておく

と、大きなデルタ  ファ イルが作成されてパフォーマンスを低下させる

だけでなく、 データの整合性を危う く します。

リカバリ  スタートアップ タイムアウト

Backup Agent を使用して Continuous オペレーシ ョ ンを適用したファイルが

あ り、 サーバーが再起動された場合、 変更をロール インする時間には 30
分の制限があ り ます。タイムアウ トの 30 分に到達する と、Pervasive Backup
Agent はタイムアウ トに達したファ イルをログに記録します。 元のファ イ

ルに対してデータベース変更が行われた場合、 まだアクティブになってい

るデルタ  ファ イルのサイズは増加し続けます。 デルタ  ファ イルのサイズ

は、変更が元のファイルにロール インされるまで増加し続けます。 この状

況を排除するには、 元のフ ァ イルを  Function Executor または Pervasive
Control Center を使って開き、 デルタ  ファ イルをロール インします。
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メモ  ファ イルのロール イン中にタイムアウ トに達した場合、 その時

点までの変更はすべて失われず保持されます。まだロール インされて

いない変更は、 次回ファイルが開かれたと きにロール インされます。

システム障害

バッ クアップに Pervasive Backup Agent を使用してハード  ド ラ イブ障害が

起こった場合は、 アーカイブ ログおよび Maintenance ユーテ ィ リ テ ィの

ロール フォワード  コマンドを使用しても最終バッ クアップ後に起こった

データ  ファ イルへの変更を復元するこ とはできません。ハード  ド ラ イブ障

害が起こった場合は、最終バッ クアップ以降のすべての変更は失われます。

Backup Agent によってファ イルが Continuous オペレーシ ョ ン モードにあ

る間にサーバーが停止した場合、Backup Agent は存在するデルタ  ファ イル

を検出し、 次回サーバーが再起動されたと きに変更をロール インします。
3-8



Continuous オペレーシ ョ ンの概要
ファイルを Continuous オペレーシ ョ ンの対象外に設定する

Backup Agent によ り、 1 つまたは複数のフ ァ イルやフ ァ イル タ イプを

Continuous オペレーシ ョ ンの対象外に設定するこ とができます。 ファ イル

やファ イル タ イプをセ ミ コ ロン区切り形式で除外対象ファ イル リ ス ト

（efl.txt） に表示します。 ファ イルの除外にワイルドカードを使用するこ と

もできます。

BUTIL または Maintenance ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 フ ァ イルに

Continuous オペレーシ ョ ンを適用した場合は、 efl.txt には表示されますが、

ファ イルは除外されません。

メモ  Bacup Agent が実行中の場合、除外対象ファイル リ ス ト を変更す

る こ とはできません。 また、 除外対象フ ァ イル リ ス ト への変更は、

Backup Agent を再起動した後はじめて有効になり ます。

Backup Agent のインス トールが正常に完了する と、 efl.txt ファ イルは以下

の場所に配置されます。

<Pervasive PSQL インス トール ディ レク ト リ >\PBA\Data （Windows）

メモ  Backup Agent ファ イルは、Pervasive PSQL の Program Files ディ レ

ク ト リではな く、アプリ ケーシ ョ ン  ディ レク ト リにインス トールされ

ます。Pervasive PSQL のインス トール場所については、『Getting Started
with Pervasive PSQL』 を参照して ください。

Continuous オペレーシ ョ ン以外にファイルを配置するには

1 以下の場所へ移動します。

<Pervasive PSQL インス トール ディ レク ト リ >\PBA\Data

2 efl.txt ファ イルを開きます。

3 ファ イル名またはファイル タイプをセ ミ コロン区切りで同じ行に併

記するよ うに入力するか、 行を区切って入力します。

以下は除外対象ファイル リ ス トのエン ト リの例です。

samples\f???.ddf; （samples ディレク ト リにある、 ファ イル名が

f で始まる  4 文字で、 DDF 拡張子をもつすべてのファイルを除外）
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C:\Documents and Settings\All Users\Application 
Data\Pervasive Software\PSQL\demodata\bill*.*

（demodata ディ レク ト リにある名前が bill で始まるすべてのファ

イルを除外）

4 efl.txt ファ イルへの変更を保存して、 ファ イルを閉じます。

5 Backup Agent を再起動します。

6 Backup Agent が実行中に、 除外対象ファイルにあるいずれかのファイ

ルを開きます。 

ファ イルが開いても、そのファイルは除外対象ファイル リ ス トにある

ので、 Continuous オペレーシ ョ ンには適用されません。 

7 ログ ファ イルを確認します。 

除外したこ とを示す次のメ ッセージが表示されます。

Backup Agent は次のファイルを除外しました

< ファ イル名 >
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Continuous オペレーシ ョ ンの概要
Backup Agent コマンド  ライン インターフェイスの使用法

Backup Agent コマン ド ラ イン インターフェ イ ス （CLI） ユーテ ィ リ テ ィ

（pvbackup.exe） は、 Continuous オペレーシ ョ ン機能をお使いのバッ クアッ

プ ソ フ ト ウ ェア アプ リ ケーシ ョ ンに自動的に組み込む完璧なソ リ ュー

シ ョ ンです。このユーティ リ ティ をバッ クアップ ソフ ト ウェア アプリ ケー

シ ョ ンと共に実装する方法を説明する前に、 このユーティ リ ティ自体の使

用法を見てみまし ょ う。

Backup Agent （CLI） を有効にする

Backup Agent CLI を有効にするには

1 コマン ド プロンプ ト で、 以下のコマン ドのいずれかを タ イプして

Enter キーを押します。

pvbackup -on （32 ビッ ト ）

pvbackup64 -on （64 ビッ ト ）

次のよ うなメ ッセージが表示され、 エージェン トの有効化に成功した

こ とを示します。

Backup Agent は現在オンになっています。

Backup Agent （CLI） を無効にする

Backup Agent CLI を無効にするには

1 コマン ド プロンプ ト で、 以下のコマン ドのいずれかを タ イプして

Enter キーを押します。

pvbackup -off （32 ビッ ト ）

pvbackup64 -off （64 ビッ ト ）

次のよ うなメ ッセージが表示され、 エージェン トの無効化に成功した

こ とを示します。

Backup Agent は現在オフになっています。

Backup Agent （CLI） ステータスの要求

Backup Agent CLI の現在の状態を要求するには

1 コマン ド プロンプ ト で、 以下のコマン ドのいずれかを タ イプして

Enter キーを押します。

pvbackup -status （32 ビッ ト ）
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Pervasive Backup Agent の使用
pvbackup64 -status （64 ビッ ト ）

次のよ うなメ ッセージが表示され、 エージェン トの状態を示します。

Backup Agent は現在オンになっています。

Backup Agent （CLI） ヘルプの表示

Backup Agent CLI のヘルプを表示するには

1 コマン ド プロンプ ト で、 以下のコマン ドのいずれかを タ イプして

Enter キーを押します。

pvbackup -? （32 ビッ ト ）

pvbackup -h （32 ビッ ト ）

pvbackup64 -? （64 ビッ ト ）

pvbackup64 -h （64 ビッ ト ）

コマンド ライン ユーティ リ ティの使用法のヘルプが表示されます。

お使いのバックアップ ソフ トウェアへの組み込み

Pervasive Backup Agent は、現在市場で数多く販売されている一般的なバッ

クアップ ソフ ト ウェアに簡単に組み込むこ とができます。バッ クアップ ア
プリ ケーシ ョ ンによっては、 バッ クアップをスケジュールする前に特定の

操作またはスク リプ ト を実行するよ うに設定できるものがあ り ます。 この

機能によ り、 バッ クアップ完了後に特定の操作やスク リプ ト を実行するよ

うな設定をソフ ト ウェアに組み込む柔軟性も得られます。

たとえば、バッ クアップ アプリ ケーシ ョ ンによっては事前または事後のコ

マンドを設定できるものがあ り ます。 したがって、 事前コマンドを設定す

る場合、お使いのバッ クアップ ソフ ト ウェア固有の要件に応じて、以下の

コマンドに似たものを入力するこ とができます。 

使用法 ： pvbackup

pvbackup64

[-on | -off | -status]

オプシ ョ ン ： -on Backup Agent をオンにします。

-off Backup Agent をオフにします。

-status Backup Agent の現在の状態を表示します。

（ON、 OFF、 ON-WITH-ERROR、 BUSY）

-? | -h このヘルプ画面を表示します。
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Continuous オペレーシ ョ ンの概要
< ド ラ イブ >:\<データのフルパス >\pvbackup -on

また、 事後コマンドを指定してバッ クアップ完了後に実行するこ と もでき

ます。 これはお使いのバッ クアップ ソフ ト ウェアの要件に応じて、以下の

コマンドに似たものになり ます。

< ド ラ イブ >:\<データのフルパス >\pvbackup -off

お使いのバッ クアップ ソフ ト ウェアによって、フルパス名を入力する必要

がない場合もあ り ます。お使いのバッ クアップ ソフ ト ウェア固有の要件に

ついては、付属のユーザー マニュアルやオンライン ヘルプを参照して くだ

さい。
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Backup Agent グラフィ カル ユーザー インターフェイスの使用法

Backup Agent のグラフ ィカル ユーザー インターフェイス （GUI） ユーティ

リ ティ （pvbackupgui.exe） は、 バッ クアップ ファ イルを管理するための簡

単なソ リ ューシ ョ ンです。 このユーテ ィ リ テ ィは使用が簡単なインター

フェイスであるため、 臨時のバッ クアップ処理を行う際にはすぐに利用で

きます。

Backup Agent （GUI） ユーテ ィ リテ ィの開始

Backup Agent GUI には、［スタート ］ メニューから、あるいは PCC（Pervasive
Control Center） からアクセスします。

Backup Agent GUI を ［スタート］ メニューから開始するには

1 ［スタート ］ メニューから  Pervasive PSQL のプログラム グループに

アクセスし、 ［Backup Agent］ を選択します。

［Pervasive Backup Agent］ ダイアログが表示されます。

図 3-3  Pervasive Backup Agent の初期ダイアログ

Pervasive PSQL フ ァ イルのラ イブ バッ ク ア ッ プ管理については、

「Backup Agent（GUI）を有効にする」（3-15 ページ）を参照して ください。

Pervasive Control Center から  Backup Agent GUI を起動するには

1 Pervasive Control Center メニュー バーで、［ツール｜ Backup Agent］ を

ク リ ッ ク します。
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図 3-4  Backup Agent を PCC から起動する

［Pervasive Backup Agent］ ダイアログが表示されます。

図 3-5  Pervasive Backup Agent の初期ダイアログ

Pervasive PSQL ファ イルのライブ バッ クアップ管理については、 次の

セクシ ョ ン 「Backup Agent （GUI） を有効にする」 を参照して ください。

Backup Agent （GUI） を有効にする

Backup Agent GUI を有効にするには

1 Pervasive Backup Agent の初期ダイアログから、 ［開始］ をク リ ッ ク し

てユーティ リ ティ を有効化し、 Pervasive PSQL データベースのライブ

バッ クアップを開始および管理します。

Backup Agent を有効にする と、 ユーティ リ ティは以下の情報を表示し

ます。
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図 3-6  Pervasive Backup Agent の有効化

Backup Agent は有効で、 Pervasive PSQL データベースのライブ バッ ク

アップを管理しています。

Backup Agent （GUI） を無効にする

Backup Agent GUI を無効にするには

1 Pervasive Backup Agent が有効なダイアログ （図 3-6） で ［停止］ をク

リ ッ クする と、 ユーティ リ ティ を無効化し通常の操作に戻り ます。

初めて ［停止］ をク リ ッ クする と、 次のステータス  メ ッセージが表示

されます。

図 3-7  変更のロール イン ステータス メ ッセージ

2 Backup Agent を無効にする と、 ユーティ リ ティは最初の表示に戻り ま

す。
3-16



Continuous オペレーシ ョ ンの概要
図 3-8  Pervasive Backup Agent の初期ダイアログ

Backup Agent は無効で通常の操作に戻り ました。

Backup Agent （GUI） ログ ファイルを表示する

Backup Agent GUI ログ ファイルを表示するには

1 ［ログの表示］ をク リ ッ ク して Backup Agent ログ ファ イルを表示しま

す。

［Backup Agent Log Viewer ］ ダイアログが表示されます。

図 3-9  Backup Agent Log Viewer

2 ［閉じる］ をク リ ッ クする と、 ［Backup AgentLog Viewer］ ウ ィ ンド ウ

を閉じます。

［ログの削除］ をク リ ッ クする と、 選択したログ ファ イルを削除する

こ とができます。

［ログの表示］ をク リ ッ クする と、指定したログファ イルを表示するこ

とができます。
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Backup Agent （GUI） オンライン ヘルプの表示

Backup Agent GUI のヘルプを表示するには

1 Backup Agent のダイアログで、ダイアログの右上隅にあるヘルプ ボタ

ンをク リ ッ ク します。

Pervasive Backup Agent のオンライン ヘルプ ファ イルが表示されます。

Backup Agent （GUI） ユーテ ィ リテ ィの終了

Backup Agent GUI ユーティ リテ ィ を閉じるには

1 ダイアログの左上隅の Backup Agent プログラム アイコンをク リ ッ ク

します。

図 3-10  Backup Agent の終了

2 ［閉じる］ をク リ ッ ク します。

アクテ ィブなバッ クアップ セッシ ョ ン中やエージェン ト を停止する

前にユーティ リ ティ を終了しよ う とする と、 以下のメ ッセージが表示

されます。

このメ ッセージはエージェン ト が現在オンである こ と を示していま

す。

システム再起動中または Backup Agent が変更をロール イン中にユー

ティ リ ティ を終了しよ う とする と以下のメ ッセージが表示されます。
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図 3-11  変更のロール イン中に Backup Agent を終了する確認メ ッセージ

3 ユーティ リ ティ を終了する場合は［はい］ をク リ ッ ク します。インター

フェイスに戻ってエージェン ト を終了する場合は、［いいえ］ をク リ ッ

ク します。

ヒン ト   このユーティ リ テ ィのインターフェイスを閉じてもエージェ

ン トは停止されません。

エージェン ト を停止しないでこのインターフェ イ スを閉じた場合、

誤ってエージェン ト をオンの状態のままにしておく こ とにな り、 その

結果非常に大きなサイズのデルタ  ファ イルが作成され、現在のバッ ク

アップの整合性が保証されなくなる可能性があ り ます。

現在、 デルタ  ファ イルの最大サイズは 4 GB ですが、 デルタ  ファ イル

のサイズが 2 GB 以上になる と著しいパフォーマンス低下が起こるか

もしれません。デルタ  ファ イルのサイズが最大限の 4 GB に達する と、

ステータス  コード  132 「ファ イルがサイズの制限に達しました。」 が返

されます。

注意   バッ クアップ処理が完了したらエージェン ト を停止して くださ

い。エージェン ト を停止しないと非常に大きなデルタ  ファ イルが作成

されシステムのパフォーマンスやデータ整合性に悪影響を与えます。
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A
プログラマーズ リファレンス
Pervasive Backup Agent API リ ファレンス

この付録では、Pervasive Backup Agent に含まれるアプリ ケーシ ョ ン プログ

ラ ミ ング インターフェイス （API） を使用する開発者向けのリ ファレンス

情報を提供します。 この付録は、 高度な概念や入門的な情報を提供するも

のではあ り ません。

以下の機能が含まれます。

「PvBackupSetOn()」 （A-2 ページ）

「PvBackupSetOff()」 （A-3 ページ）

「PvBackupGetStatus()」 （A-4 ページ）

「PvBackupGetLogDir()」 （A-5 ページ）

「PvBackupGetLogDirW()」 （A-6 ページ）
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プログラマーズ リファレンス
PvBackupSetOn()

説明 Backup Agent をオンにします。

インクルード pvbackupapi.h

ライブラリ pvbackupapi.lib （Windows 32 ビッ ト ）

w64pvbackupapi.lib （Windows 64 ビッ ト ）

構文 BU_STAT PvBackupSetOn();

戻り値
BU_ON Backup Agent は有効になり ました （または、 この関数が呼

び出されたと きに既に有効になっていました）。

BU_ERROR Backup Agent は、 エラーによ り有効にできませんでした。

PvBackupGetLogDir() を使用して、 そのエラー情報を含む

ログ ファ イルを見つけてください。

BU_BUSY システムがク リーンアップまたはスター ト アップ操作中

のためにビジー状態で、Backup Agent を有効にできません

でした。 数秒後に再試行して ください。

BU_ON_WITHERROR Backup Agent は有効になり ましたが、そのこ とによ りいく

つかのエラーが発生しました。

BU_INSTALL_ERROR 互換性のない MicroKernel またはインス トールが不完全な

Backup Agent が検出されました。Backup Agent イベン ト  ハ
ン ド ラはイ ン ス ト ールされず正し く 登録されません。

Backup Agent ソ フ ト ウェアを再インス トールして くださ

い。
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PvBackupSetOff()

説明 Backup Agent をオフにします。

インクルード pvbackupapi.h

ライブラリ pvbackupapi.lib （Windows 32 ビッ ト ）

w64pvbackupapi.lib （Windows 64 ビッ ト ）

構文 BU_STAT PvBackupSetOff();

戻り値
BU_OFF Backup Agent は無効になり ました （または、 この関数が呼

び出されたと きに既に無効になっていました）。

BU_ERROR Backup Agent は、 エラーによ り無効にできませんでした。

PvBackupGetLogDir() を使用して、 そのエラー情報を含む

ログ ファ イルを見つけて ください。 この関数の呼び出し

前にエラーが発生していた場合はこの値は返されません。

PvBackupGetStatus() を使用して情報を取得して ください。

BU_BUSY システムがク リーンアップまたはスター ト アップ操作中

のためにビジー状態で、Backup Agent を無効にできません

でした。 数秒後に再試行してください。

BU_INSTALL_ERROR 互換性のない MicroKernel またはインス トールが不完全な

Backup Agent が検出されました。Backup Agent イベン ト  ハ
ン ド ラはイ ン ス ト ールされず正し く 登録されません。

Backup Agent ソフ ト ウェアを再インス トールして くださ

い。
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PvBackupGetStatus()

説明 Backup Agent の現在の状態を取得します。

インクルード pvbackupapi.h

ライブラリ pvbackupapi.lib （Windows 32 ビッ ト ）

w64pvbackupapi.lib （Windows 64 ビッ ト ）

構文 BU_STAT PvBackupGetStatus();

戻り値
BU_ON Backup Agent は有効になりエラーは発生していません。

BU_OFF Backup Agent が無効になり ました。

BU_ERROR Backup Agent は、エラーによ り ステータスを取得できませ

ん。 PvBackupGetLogDir() を使用して、 そのエラー情報を

含むログ ファイルを見つけてください。

BU_ON_WITHERROR Backup Agent は有効になり ましたが、そのこ とによ りいく

つかのエラーが発生しました。

BU_BUSY システムがク リーンアップまたはスター ト アップ操作中

のためにビジー状態で、Backup Agent はステータス取得リ

クエス ト を処理できません。 数秒後に再試行して くださ

い。

BU_INSTALL_ERROR 互換性のない MicroKernel またはインス トールが不完全な

Backup Agent が検出されました。Backup Agent イベン ト  ハ
ン ド ラはイ ン ス ト ールされず正し く 登録されません。

Backup Agent ソフ ト ウェアを再インス トールして くださ

い。
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PvBackupGetLogDir()

説明 Backup Agent ログ ファ イルが書き出されたディ レク ト リ を取得します。

インクルード pvbackupapi.h

ライブラリ pvbackupapi.lib （Windows 32 ビッ ト ）

w64pvbackupapi.lib （Windows 64 ビッ ト ）

構文 const char* const PvBackupGetLogDir();

戻り値

備考 これはシングル バイ ト文字セッ トです。

関連項目 「PvBackupGetLogDirW()」 （A-6 ページ）

char* システムのデフォル トの文字エンコーディングによる  ANSI 文字列

を含む静的バッファへのポインタです。 失敗した場合や、 LogsPath
レジス ト リ  キーが削除されているか空の場合は NULL を返します。

この文字列は、 英語のみを使用するシステムでは ASCII と して使用

できます。
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プログラマーズ リファレンス
PvBackupGetLogDirW()

説明 Backup Agent ログ ファ イルが書き出されたディ レク ト リ を取得します。

インクルード pvbackupapi.h

ライブラリ pvbackupapi.lib （Windows 32 ビッ ト ）

w64pvbackupapi.lib （Windows 64 ビッ ト ）

構文 const wchar_t* const PvBackupGetLogDirW();

戻り値

備考 これはダブル バイ ト文字セッ トです。

関連項目 「PvBackupGetLogDir()」 （A-5 ページ）

wchar_t* ワイ ド  キャラ クタ文字列を含む静的文字列へのポインタです。 失敗

した場合や、 LogsPath レジス ト リ  キーが削除されているか空の場合

は NULL を返します。
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B
Pervasive Software のリソース
および問い合せ先
Pervasive Software カスタマ情報リ ソースのご案内

Pervasive Software では、 弊社製品を円滑にご利用いただけるよ う努めてお

り ます。 この付録では、 Pervasive Software の大切なお客様と して自由にご

使用になれる リ ソースおよび情報について説明します。

「使用可能な リ ソース」 （B-2 ページ）
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Pervasive Software のリソースおよび問い合せ先
使用可能なリソース

次の表では、 ご質問への回答や問題のト ラブルシューティング方法に関す

る リ ソースおよび問い合わせ先についての情報を提供しています。

表 2-1 Pervasive Software リソースおよび問い合せ先情報

リソース 説明 問い合わせ先

Pervasive Software Web
サイ ト

Pervasive Software の Web サイ ト では、

Pervasive PSQL に関するあ らゆる情報

を豊富に提供しています。

http://www.agtech.co.jp/products/pervasive/

Pervasive PSQL FAQ Pervasive 製品に関してよ くお問い合わ

せのある質問を提供しています。

http://www.agtech.co.jp/support/faq/pervasive/

Pervasive ラ イブラ リ 技術白書などの資料をご覧になれます。 http://www.agtech.co.jp/support/reference/
pervasive/

オンライン マニュアル Pervasive PSQL 製品マニュアルの最新

版をダウンロードできます。

http://www.agtech.co.jp/download/manual/

オンラ イン ドキュ メ ン ト の完全なセッ

トは、インス トール時に除外するよ う指

定しない限り自動的にインス ト ールさ

れます。

このマニュアルは ［スタート ］ メニューから

アクセスする ［Pervasive］ プログラム グルー

プのサブメニューから、または インス トール

CD-ROM からアクセスするこ とができます。

電子メールによ る

お問い合わせ

Pervasive 製品に関する全般的なご質問。 info@agtech.co.jp

Pervasive 製品のセールス情報について

のお問い合わせ。

sales@agtech.co.jp
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